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１．宮城県の入札契約制度について
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４つの基本理念と４つの基本方針
z 宮城県では，公共工事の発注をめぐる不祥事の再発防止，不正行為の排除，公正な競争・透明性の確

保から，平成１３年度より一般競争入札の適用範囲を１千万円以上に拡大する等の改善を続けてきた。

z しかし，発注工事量の減少とも相まって価格競争が激化し，落札率が年々低下し，工事品質の低下や
建設業界全体の疲弊も懸念されることから「品確法」の趣旨も踏まえて，これまでの基本理念は継承し
つつ，工事品質や採算性の確保にも配慮した改善に取り組んでいる。

z また，平成２１年７月には「地元企業の受注拡大に関する調達方針」を策定し，「地域で調達できるもの
は，地域に発注する」ことを基本方針に，地域経済の活性化や地元企業の育成を図っている。
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４つの基本理念

• 透明性の確保

• 公正性の確保

• 競争性の確保

• 品質向上性の確保

４つの基本方針

①不正行為の排除

・罰則の強化

・談合，入札妨害，不当廉売の防止

②開かれた入札・契約制度

・開かれた施策の決定

・入札者の拡大

③総合的なコストに配慮した制度

・優良業者の優遇

・工事施工の適格性

④地元の経済が潤う制度

・地域貢献の奨励

・下請けの保護 3



基本理念と基本方針の確保に向けた各種施策

• 一般競争入札の適用拡大

• 予定価格の事前公表と最低制限価格の撤廃

• 入札結果の公表

• 入札後審査方式（ダイレクト型），電子入札

• 公共工事等入札契約適正化委員会（入札監視委員会）の設置

談合対策（競争
性・透明性の確
保）

• 総合評価落札方式

• 入札ボンド制度

• 工事成績６５点未満の指名停止（１年以内に再警告の場合）

• 施工体制事前提出（オープンブック）方式（工事費内訳書の提出）

• 入札契約暴力団等排除要綱

品質確保と不良不
適格業者の排除

• 低入札価格調査制度（履行能力調査，調査基準価格，失格基準）

• 低入札工事の契約保証金引上げ（１割→３割）

• 低入札工事の前払金縮減（５割→２割）
低入札対策

• 登録業者ランクごとに入札参加できる請負金額の範囲を設定

• 県内限定方式，地域（複数）ブロック限定方式

• 施工体制事前提出（オープンブック）方式（施工体制確認調査）

• 失格判断基準４（元請下請適正化基準）

• 元請・下請関係適正化要綱

• 特別簡易型総合評価落札方式の地域精通度による加点評価

県内（下請）業者
への配慮
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建設工事の入札契約制度の概要

入札方式 適用工事 予定価格
履行能力
確認調査

数値的
判断基準

オープンブッ
ク方式

備考

一
般
競
争
入
札

一般競争入札 予定価格 19.4億円以上

事前公表
○

（調査基準
価格）

－ －
・ＷＴＯ案件
・入札参加資格事前審査

条件付
一般競争入札

特定ＪＶ対象工事

○ ○
（※２）

・入札参加資格事前審査

復興ＪＶ対象工事

・入札後審査方式（ﾀﾞｲﾚｸﾄ型）
適用

最下位ランクより上位工事及び
最下位ランクで１千万円以上の
工事（上記工事は除く）

（試行）最下位ランク工事でか
つ１千万円未満の工事の一部

指名競争入札
*指名数は20者目途

【特例】最下位ランクより上位
工事及び最下位ランクで１千万
円以上の工事(一般競争入札
が困難な工事等)

最下位ランク工事でかつ１千万
円未満の工事

－ －

・落札（候補）者から工事費
内訳書の提出を求める

随意契約

【特例】250万円超の工事（緊急
を要する工事等）

事後公表
－

・地方自治法施行令第167条
の2に該当する工事

250万円以下の工事 非公表
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（※１）

（※１）１千万円以上１億円未満は数値来判断基準適用外とし，最低制限価格を適用する。

（※２）１千万円以上１億円未満はオープンブック方式の適用を緩和し，下請企業と下請金額，労務賃金調書の記入
を不要とする。



２．宮城県の総合評価落札方式について
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総合評価落札方式の実施状況
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件数割合 落札額割合 件　数 逆転率

列1 一般件数 一般落札額 一般落札率 総合評価件数 総合評価落札額 件数割合 落札額割合 総合評価落札率 逆転件数 逆転率

平成18年度 1,201 59,367 78.9 293 28,142 24.4 47.4 77.1 32 10.9
平成19年度 1,101 56,325 80.8 426 38,989 38.7 69.2 80.7 93 21.8
平成20年度 1,050 55,877 84.2 704 46,212 67.0 82.7 84.3 172 24.4
平成21年度 1,034 47,630 84.6 763 42,641 73.8 89.5 84.4 193 25.3
平成22年度 1,063 48,136 86.2 831 44,122 78.2 91.7 86.1 291 35.0
平成23年度 992 96,448 92.0 821 90,982 82.8 94.3 92.0 83 10.1
平成24年度 998 169,211 91.8 843 163,569 84.5 96.7 91.8 97 11.5

落札率
最低価格者以外の落札

（単位：件，百万円，％）

区　　　分

一般競争入札 左のうち総合評価落札方式適用

件　数 落札額 落札率 件　数 落札額
一般競争に占める割合



県内市町村の総合評価導入状況及び支援

①市町村向け特別簡易型総合評価落札方式の手引き
（宮城県平成２０年６月）

②出前講座の実施

③宮城県発注者協議会の設置

④相談窓口の設置（出先機関の技術次長）

■県内市町村の総合評価導入状況（Ｈ２５．６月現在）

市町村数 導入市町村 未導入市町村

市 １３ １３ ０

町 ２１ ２０ １

村 １ １ ０

合計 ３５ ３４ １

■県内市町村への支援
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総合評価落札方式の目的・導入の効果

背景・目的
z 県発注工事量の減少と相まって価格競争が激化，落札率が低下傾向にあり，工事品質の低

下や業界全体の疲弊が懸念

z 公共工事における「価格のみの競争」から「価格と品質で総合的に優れた調達」への転換を
目的とした「公共工事の品質確保の促進に関する法律」が平成１７年４月に施行されたことを
受けて，工事品質確保の促進を図るため，総合評価一般競争入札を平成１８年度から導入

導入の効果
z 価格と品質で総合的に優れた調達

z ダンピングの防止，不良不適格業者の排除

z 建設業者の技術力向上に対する意欲を高める→技術と経営に優れた建設業者の育成

z 価格以外の多様な要素が考慮された競争→談合防止に効果
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価格

耐久性
安全性

環境

性能

価格
省資源

ライフサイ
クルコスト



■ 加算式による評価値の算出
価格に技術力を加味する加算式を採用することによる

ダンピングの抑制

■ ２５０万円以上の工事に適用
総合評価落札方式の適用割合（一般競争入札）は，平成2４

年度の件数で８４．５％，落札額で９６．７％占め，高い適用率

■ 地域貢献への加点
県内企業活用割合や除雪業務，施設管理業務実績，災害

時の地域貢献等の評価項目により地域性を重視

■ 総合評価支援システムの導入
発注者・受注者双方の事務軽減等による支援システムの

導入 10

総合評価落札方式の特徴

総合評価落札方式の種類

型式
特別簡易型 簡易型 標準型

高度型

実績重視型 実績重視型 施工計画型 施工計画型 技術提案型

技術特性

東日本大震災に伴
う災害復旧等の工
事で技術的難易度
がそれほど高くない
工事

技術的工夫の余地の比較的小さい工事
で，工程管理や施工上配慮すべき事項，
品質管理方法等の施工計画，同種・類似
工事の施工経験，工事成績等と入札価格
を一体として評価することが妥当であると
認める工事

高度な技術力を審査・評価する必要のある
工事で，環境の維持，交通の確保，特別な
安全対策，リサイクル対策等と入札価格を
一体として評価することが妥当であると認
める工事又は設計額が１億円以上の工事

技術的工夫の余地
の大きい工事で，
入札に参加を希望
する者に構造上の
工夫や特殊な施工
方法等を含む高度
な技術提案を求め
る工事

評価項目

・企業評価

・配置する技術者
の評価
・労働福祉
・地域貢献
・災害復興

・企業評価

・配置する技術者
の評価
・労働福祉
・地域貢献

・企業評価

・配置する技術者
の評価
・労働福祉
・地域貢献
・施工計画等

・企業評価

・配置する技術者の
評価
・労働福祉
・地域貢献
・施工計画等

・企業評価

・配置する技術者の
評価
・労働福祉
・地域貢献
・技術提案等

・企業評価

・配置する技術者
の評価
・技術提案

・技術提案に係る
具体的施工計画

価格以外の
評価点

２１ 点 １６ 点 ２１ 点 ３１ 点 ４０ 点

価格評価点 ８０ 点 ７０ 点 ６０ 点

総合評価点 １０１ 点 ９６ 点 １０１点 １０１ 点 １００ 点

■ 発注金額及び工事の技術的難易度により６種類の型式に分類
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総合評価落札方式の適用区分
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総合評価落札方式の評価点

z総合評価点＝価格評価点＋価格以外の評価点

z価格評価点 ｙ＝（ｂ２×(１－Ｘ２ ／ａ２)）1/2

Ｘ：(入札率－85)(%)，a：20，ｂ：各型の満点（簡易型80点，標準型70点，高度型60点）
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総合評価落札方式の評価項目
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宮城県総合評価支援システムの概要

■受注者・発注者双方の負担軽減，作成資料の統一化を図るため，電子入札システム
と連携した総合評価支援システムを平成２３年１月より導入している。
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３．東日本大震災からの復興に向けて
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※平成２３年度（見込み）＝１２月末実績＋電子入札１～３月実績

震災前までは，公共事業費の縮減等で発注工事量が年々減少していたが，震災により急
激に工事量が増加

建設工事等の入札結果の推移
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建設工事（一般＋指名＋随契）の落札額・件数・落札率の推移

落札額(税抜)
件数

落札率

H18.2.15～
調査基準価格

標準モデル:74%
H19.2.15～

調査基準価格
標準ﾓﾃﾞﾙ77.75%

H20.8. 1～
調査基準価格

標準モデル:８4%

H22.2.15～
調査基準価格

標準モデル:８９%

Ｈ２０．６．１４発生
岩手・宮城内陸地震

Ｈ２３．３．１１発生
東日本大震災



宮城県発注工事における入札不調

●災害復旧工事の本格化に伴い平成２３年９月以降，落札者のいない入札不調
が顕在化
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落札 不調 計 発生率 落札 不調 計 発生率 落札 不調 計 発生率 落札 不調 計 発生率

4月 22件 2件 24件 8% － － － － 32件 5件 37件 14% 10件 1件 11件 9%

5月 12件 12件 0% 2件 2件 0% 22件 14件 36件 39% 35件 14件 49件 29%

6月 49件 1件 50件 2% 16件 16件 0% 80件 39件 119件 33% 38件 14件 52件 27%

7月 94件 2件 96件 2% 73件 7件 80件 9% 101件 46件 147件 31% 105件 22件 127件 17%

8月 109件 3件 112件 3% 57件 6件 63件 10% 108件 57件 165件 35%

9月 132件 9件 141件 6% 147件 33件 180件 18% 108件 40件 148件 27%

10月 156件 6件 162件 4% 83件 39件 122件 32% 138件 47件 185件 25%

11月 117件 5件 122件 4% 77件 52件 129件 40% 96件 57件 153件 37%

12月 75件 2件 77件 3% 94件 34件 128件 27% 72件 46件 118件 39%

1月 81件 1件 82件 1% 109件 26件 135件 19% 82件 25件 107件 23%

2月 91件 3件 94件 3% 124件 28件 152件 18% 62件 26件 88件 30%

3月 125件 1件 126件 1% 191件 65件 256件 25% 97件 9件 106件 8%

計 1,063件 35件 1,098件 3% 973件 290件 1,263件 23% 998件 411件 1,409件 29% 188件 51件 239件 21%

平成22年度
月

平成24年度平成23年度 平成25年度

●各年度平均で２０％以上の入札不調が発生しており，平成２３年１１月には４０％
の入札不調が発生した。

災害復旧工事発注の本格化に伴う課題

� 災害復旧工事発注の本格化に伴い，落札者のい
ない入札不調が顕著化

� 今後の工事発注量は,過去にないスケールとなるこ
とが予想され,更に入札不調が深刻化する懸念が
ある

� 震災からの早期復興を図るためには，円滑な施工
の確保が不可欠

� 事業推進と県内企業の活用とのバランスの確保
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【施工確保に向けた課題】
○復旧・復興関連事業の発注者体制 ○請負業者・建設技術者の確保
○入札不調案件の対応 ○入札契約制度の改善等

【論点】
○マンパワー不足に伴う発注者体制の再構築
○請負業者・建設技術者の確保対策
○入札不調案件が増えていることへの対応の検討
○入札契約事務の合理化・簡素化等の検討

【概念図】

複雑な入札
契約制度入札不調案

件の増加

採算性の低
い工事の敬

遠

各種単価の
高騰

発注者体制
の確立

急激な市場
の拡大

復旧・復興関連事業の
施工確保の障害は複合的

●一つの施策だけでは解消でき
ない（複合的な対応が必要）

●県工事だけでなく市町村工事
においても同様の問題が発生

●個々の自治体だけでは解消で
きない施策もある

請負業者・
建設技術者

の不足 被災三県の連携により，
施策を立案・実施し，着実
に復旧・復興関連事業を推
進する。
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復旧・復興工事の施工確保に向けた課題

復旧・復興事業の推進
基本理念：「次世代に引き継ぐことのできる

持続可能な宮城の県土づくり」
行動計画：「宮城県社会資本再生・

復興アクションプラン」
計画期間：５ヶ年（Ｈ２３～Ｈ２７）

（復旧３年，再生２年）

施工確保に向けた５つの取り組み

復旧・復興工事の施工確保に向けた取り組み

【 ③技術者等の確保】
○復興ＪＶの創設
○配置技術者の雇用関係の緩和
○主任技術者の専任要件の緩和
○舗装工事の下請制限の緩和
○作業員宿舎確保の検討

【 ②予定価格の適切な算出】
○実勢を反映した労務単価の設定
○スライド条項の適用
○労働者確保に要する追加費用(間接費補正)
○点在する工事箇所ごとの間接費算定
○急激な物価変動に対応した予定価格の算定

【 ④入札契約制度】
○総合評価「特別簡易型」の創設
○等級別発注金額の引き上げ
○混合入札・複数等級入札
○入札不調時の再入札事務の簡素化
○発注見通し（工事・委託）の公表

【 ⑤事業執行体制の強化】
○発注ロットの拡大による省力化
○地方機関執行額上限の拡大
○自治法派遣職員の協力要請
○発注者支援の運用開始
○ＣＭ方式の活用検討

未曾有の大震災からの県土の復興・復旧事業の推進にあたって，建設企業の担い手不足や労務資材の単価高騰，事業執
行体制の問題などを関係機関とも連携し，事業の施工を確保しながら着実に復興を成し遂げていく。

【①建設資材の確保】
○プラント設置に対する補助を要望
○資材団体等との調整会議の開催

業界団体との連携
○技術者・労務者の確保
○意見交換・実態調査

国・被災３県・仙台市との連携
○「復旧・復興事業の施工確保に
関する連絡協議会」での連携
○共通要望・支援要請

庁内・部内の連携
○庁内部局
○部内課（室）・地方機関
○派遣応援職員 21



■手続の簡素化・迅速化
○総合評価落札方式に施工計画等の提案を省略した「特別簡易型」の導入

（設計額５億未満）
○入札保証金の適用を緩和し，入札・契約の期間短縮（５億円未満工事）
○調査基準価格を下回った場合の低入札調査の簡素化

■被災者等の雇用の促進，受注機会の拡大
○「特別簡易型」の導入により， 被災者等の雇用や地元企業の受注を促進
○２件の工事間で現場代理人の兼務を認め，受注機会の拡大
○前金払の割合引き上げ等による，円滑な施工の確保。【工事：4割→5割，建設関

連業務：3割→4割】
○工事の発注見通しの頻度これまでの年２回から４回に変更し，新たに建設関連 業

務の発注見通しを公表

■低入札対策の徹底
○失格判断基準を見直し，より適正な競争環境の形成と品質の確保

22

入札契約制度の特例措置（平成23年6月～）

東日本大震災に伴う総合評価落札方式の改善

■ 特別簡易型の導入（５億未満の復旧・復興工事を対象）

施工計画等の提案を省略し，入札契約の簡素化と迅速
を図ると共に，被災者雇用及び地域精通度を加点

■ 東日本大震災の対応実績の加点
関係団体や企業における東日本大震災での対応実績

を，新たに評価項目（震災貢献）として追加

■ 大型案件（ＷＴＯ対象）への対応
復旧・復興工事の本格化に伴い，大型案件の発注が

想定されることから，WTO対象工事の総合評価の適用
を明確化（評価項目は案件毎に設定）

23



その他の取り組み①（品質証明）

■品質証明の目的

24

品質証明は，発注者が必要と認めた工
事について，請負者が品質証明に従事す
る者（以下「品質証明員」という。）を定め，
品質証明員が工事の品質を確認し証明す
るものであり，従前から請負者が実施して
いる社内検査を品質証明として位置づけ
工事の品質確保の推進及び施工管理等
の効率化を目的とする。

品質証明は，契約図書および関係図
書に基づき，出来形，品質及び写真管
理はもとより，工事全般にわたり行うもの
とし，工事の各段階（工事着手，段階確
認時，材料検査時及び検査（完成，中
間，出来高検査等をいう。）等）の事前に
必要な品質の確認（以下，品質確認とい
う。）を行い，発注者に対して工事の品
質を証明するものである。

■品質証明の実施

工事書類の処理の流れ（イメージ）

その他の取り組み②（現場代理人支援システム，三者会議）

ワンデーレスポンスに向けた取り組みとして，宮城県では，
「現場代理人・監督員支援システム」を平成１９年度から実施
している。土木部発注工事の現場において，発生若しくは発
生が予想される諸問題を発注者と受注者との間で速やかに
共有し，迅速に解決を図ることにより円滑な工事執行を目指
すことを目的としている。

■現場代理人支援システム

■三者会議の実施

土木部発注工事において，設計の意図や施工上の留意
点を施工者に的確に伝え，設計図書と現場との整合性を確
認，協議することにより，工事施工の円滑化と品質の確保
を図ることを目的とし，平成２１年度から「三者会議」を実施
している。（平成２１年度１０件，平成２２年度１８件の実施）

25



４．まとめ

26

まとめ

■ 建設産業は，地域発展の基盤となる社会資本整備を通
して地域経済・雇用を支える主要産業

■ 災害への応急対応・復旧工事や除雪や施設管理等，県
内の建設産業は，県民の安全安心確保に中核的な役
割。特に東日本大震災で多大な貢献

■ 東日本大震災からの早期の復旧・復興が求められ，建設
業界への期待や役割が増大

■ 増大する震災関連工事（公共土木施設の大量ストック）の
施工確保のための施策をタイムリーに実施するとともに，
品質確保に向けた取り組みも併せて実施することが重要

27
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